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＜病棟連絡事項＞
・接遇委員会より～患者様、御家族様へのアンケートを実施します。面会時に御家族へアンケートの協力を依頼して下さい。記入後は封筒を用意するのでそちらへ入れてください。
・先日インフルエンザの予防接種についてお知らせしましたが、10月末より実施開始の予定です。湿度調整や環境整備等インフルエンザ予防に各自努めてください。
＜患者様連絡事項＞

・中居　松男様～本日夕分の内服よりバルプロ酸Na(200)2T2×朝夕が中止となっています。また、10/17朝バルプロ酸血中濃度の検査の指示があります。
・長谷川　陽一様～胃部不快感の訴えあり、FK配合散が7日分処方継続となっています。
・市川　真紀子様～ヒアルロン酸Na点眼液3本処方いただいています。
・類家　健様～本日妻様が日用品や衣類等の差し入れを持って来院されましたが時間がないため面会はせずに帰られました。10/23（火）再度面会に来院される予定です。
＜田名部Dr.患者様診察情報＞

・佐藤　俊也様～帰宅要求聞かれています。主治医からはすぐには退院できない理由を説明され、レポートの継続が指示されています。
・杉澤　恵子様～シンラック液1本処方されています。
・沢田　秋子様～ロコイド軟膏5本処方されています。
・石井　幸子様～右膝痛ありハップスター処方されています
・高橋　義明様～診察時は満面の笑みで、調子を問われると「調子いいです」、幻聴の内容は「政治について」と話しています。10/17より処方の変更あり、インヴェガ(3)2T→1Tへ減量、タスモリン(1)3T/日が中止となり、ビペリデン塩酸塩(1)3T×毎食後、クエチアピン(100)3T×毎食後が開始となります。
＜皮膚科診察情報＞

・中市　正治様～後頸部～上背部の丘膿疱は治癒のため処置は不要です。
　　　　　　　　ケルガー液1本、エキザルベ軟膏1本処方されています。
・西川　和恵様～顔の丘疹は治癒のため処置は不要です。
・清水　徹様～両下腿に発疹、掻把痕あり、デルモゾール軟膏塗布の指示が出ています。デルモゾール軟膏1本処方されています。
・池野　功一様～右大腿内側は治癒しているため処置は不要です。会陰部に発疹あり、エキザルベ軟膏塗布の指示が出ています。エキザルベ軟膏1本処方されています。
＜要注目患者様ケース検討＞
・中居　松男様～今朝便、尿失禁をして自室の床に横になったまま自力で動けず、両上肢振戦著明な状態でした。顔面黄染もみられています。

体温34.3℃、全身冷感、悪寒の訴えもありましたが温罨法にて徐々に体熱感が回復しています。主治医へ報告し診察後処方内容の変更があります。引き続き精神症状、身体症状ともに注意して観察をしていきましょう。
・佐藤　俊也様～帰宅要求を訴え不穏になる様子がみられています。時折病棟内を徘徊している様子も見られます。手指消毒用エタノールの誤飲や離院に注意して行動を観察していきましょう。
